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増
え
続
け
る
獣
害
被
害

　　
昨
年
度
、市
が
取
り
ま
と
め
た「
鳥
獣
類

に
よ
る
農
作
物
被
害
状
況
調
査
」に
よ
る

と
、被
害
総
面
積
は
５
６
９
ha
で
あ
り
、市

内
の
耕
作
面
積
の
約
18
％
が
鳥
獣
害
の
被

害
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
状
況（
被
害
報
告
に
よ

る
捕
獲
）で
は
、平
成
18
年
度
に
ニ
ホ
ン
ジ

カ
が
４
０
１
頭
、ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
48
頭
で

あ
っ
た
の
が
、22
年
度
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、

７
５
０
頭
、ニ
ホ
ン
ザ
ル
63
頭
に
増
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
こ
こ
数
年
ア
ラ
イ
グ
マ
や
こ
れ
ま

で
市
内
で
は
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
捕
獲
数
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、ニ
ホ
ン
ザ
ル
同

様
、農
作
物
の
被
害
だ
け
で
な
く
、住
居
侵

入
な
ど
生
活
環
境
に
も
影
響
が
出
て
お

り
、被
害
が
拡
大・深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

鳥
獣
侵
入
防
止
柵
設
置
事
業

　
鳥
獣
害
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
増
大
す

る
な
か
、安
心
し
て
農
業
が
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、今
年
度
緊

急
対
策
と
し
て
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

交
付
金
を
受
け
、鳥
獣
侵
入
防
止
柵
の
設

置
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、侵
入
防
止
柵
の
自
力

施
工
を
行
う
場
合
に
事
業
の
対
象
と
な
る

た
め
、昨
年
度
に
要
望
さ
れ
た
集
落
が
、納

品
さ
れ
た
資
材
を
使
用
し
て
、防
護
柵
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

獣
害
に
強
い
里
づ
く
り
事
業

　

市
と
関
係
機
関
で
は
、「
集
落
環
境
点

検
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、野
生

動
物
の
出
没
原
因
を
正
し
く
認
識
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、地
域
の
課
題
を
整
理・
再
認

識
し
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
を
選

択
･
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

獣
害
に
強
い
里
づ
く
り
事
業
補
助
金

は
、各
集
落
に
お
い
て
、「
集
落
環
境
点
検
」

で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
解
決
す
る
取

り
組
み
を
実
施
す
る
場
合
に
そ
の
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
獣
害
対
策

●
相
模
区
の
事
例

　
７
月
末
現
在
で
10
集
落
が
事
業
申
請
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
い
ち
早
く
事
業

を
実
施
さ
れ
た
相
模
区
の
例
を
紹
介
し
ま

す
。

　

相
模
区
は
、以
前
か
ら
獣
害
対
策
を
地

域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

の
が
５
年
前
に
農
業
施
設
整
備
を
目
的
に

組
織
さ
れ
た「
相
模
ま
る
ご
と
保
全
隊
」。

現
在
25
名
で
活
動
さ
れ
て
い
る
同
団
体
は

被
害
が
深
刻
な
獣
害
対
策
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
集
落
環
境
点
検
を
行
い
、地
域
の

課
題
と
し
て
、荒
地
の
草
刈
等
の
強
化
を

挙
げ
、獣
害
に
強
い
里
づ
く
り
事
業
の
助

成
を
受
け
、草
刈
機「
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ

ア
」を
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
草
刈
機
は
、３
列
に
並
ん
だ
ハ
ン

マ
ー
ナ
イ
フ
で
草
を
刈
り
な
が
ら
細
か
く

粉
砕
し
て
い
く
機
能
を
持
ち
、80
セ
ン
チ

程
度
伸
び
た
草
木
も
刈
る
こ
と
が
出
来
る

た
め
、従
来
の
肩
掛
け
式
草
刈
機
よ
り
も

作
業
効
率
が
良
い
の
が
特
徴
で
す
。

 　

玉た
ま

木き

幸こ
う

一い
ち

区
長
は
、「
市
の
提
案
を
受

け
、今
回
草
刈
機
を
導
入
し
ま
し
た
が
、こ

れ
ま
で
し
ん
ど
か
っ
た
草
刈
作
業
が
楽
に

出
来
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
当
区
は
早
く
か
ら
集
落
あ
げ
て
野
生
獣

の
追
い
払
い
を
行
っ
て
い
て
、獣
害
対
策

は
区
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
と
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。
今
後
も
区
民
ひ
と
り
一
人

の
小
さ
な
志
に
よ
っ
て
継
続
し
た
獣
害
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。」と
今

回
の
取
組
み
と
今
後
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま

し
た
。野

生
獣
と
の
共
存
の
た
め
に

　
　

　

集
落
に
出
没
す
る
野
生
獣
は
、簡
単
に

ま
た
常
に
餌
が
得
ら
れ
る
場
所
に
執
着
す

る
、完
全
な
人
の
住
環
境
エ
リ
ア
依
存
型

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、集
落
の

価
値（
餌
場
と
し
て
の
魅
力
）を
下
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
、次
の
よ

う
な
防
除
対
策
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、野

生
獣
に
と
っ
て
魅
力
の
な
い
環
境
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

　
餌
場
と
し
て
の
集
落
の
魅
力
を
下
げ
る

●
餌
付
け
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い

◦ 

生
ゴ
ミ
や
野
菜
く
ず
を
農
地
や
山
際
に

捨
て
な
い
。

◦ 

収
穫
の
終
わ
っ
た
野
菜
や
果
樹
の
残
り

を
畑
に
残
さ
な
い
。 

◦
お
墓
の
お
供
え
物
は
持
ち
帰
る
。

◦
柿
や
栗
を
な
り
放
題
に
し
な
い
。

 　
見
通
し
の
よ
い
集
落
を
つ
く
る

●�

集
落
や
そ
の
周
辺
に
身
を
隠
す
場
所
が

多
い
ほ
ど
集
落
に
定
着
し
ま
す
。

◦ 

休
耕
地
、荒
廃
地
の
管
理
を
行
い
ま

し
ょ
う
。 　

◦ 

集
落
周
辺
の
間
伐
、枝
打
ち
、草
刈
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

◎�

野
生
獣
の
中
で
も
サ
ル
に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
な
対
策
を
お
願
い
し
ま
す

●�

サ
ル
に
対
し
て
人
や
農
地
を
怖
い
も
の

と
教
え
る

　
と
に
か
く
里
に
下
り
て
き
た
サ
ル
達
を

山
へ
追
い
帰
し
ま
し
ょ
う
。
サ
ル
の
出
没

に
対
し
て
速
や
か
な
対
策
と
し
て
、ロ

ケ
ッ
ト
花
火
等
に
よ
る
組
織
的・
計
画
的

な
追
い
上
げ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

 

●
防
除
し
て
も
被
害
が
減
ら
な
い
場
合

　

最
終
手
段
と
し
て
区・
自
治
会
長
や
農

事
改
良
組
合
長
か
ら「
鳥
獣
捕
獲
依
頼
書
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、捕
獲
に
係
る
事

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●�

追
い
払
い
道
具（
エ
ア
ガ
ン
等
）の
貸
し
出
し�

　
貸
出
期
間
は
一
か
月
で
す
。 

●
追
い
払
い
資
材（
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
）の
提
供

  

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
用
の
サ
ル
鉄
砲
を
作
成

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、サ
ン
プ
ル
及
び

説
明
書
の
配
布
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

◎
獣
害
対
策
は
人
間
の
視
点
に
立
っ
た
も

の
で
す
。「
野
生
獣
と
の
共
存
」の
視
点
を

持
ち
、地
域
ぐ
る
み
で
継
続
し
た
被
害
対

策
が
必
要
で
す
。

　

市
と
し
て
も
、今
後
も
引
き
続
き
広
報

紙
に
よ
る「
鳥
獣
害
対
策
ニ
ュ
ー
ス
」や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
提
供
を
行
い
、

地
域
と
連
携
し
獣
害
対
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

獣
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
市
内
で
は
、ニ
ホ
ン
ジ
カ
、イ
ノ
シ
シ
、ニ
ホ
ン
ザ
ル
、ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
野
生
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
多
く
発
生
し
、農
家
の
生
産

意
欲
の
減
退
を
招
い
て
い
ま
す
。�

ま
た
、農
作
物
だ
け
で
な
く
家
屋
へ
の
侵
入
な
ど
生
活
環
境
被
害
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、今
年
４
月
か
ら
こ
れ
ま
で
農
業
振
興
課
の
一
係
で
あ
っ
た
鳥
獣
害
対
策
係
を「
鳥
獣
害
対
策
室
」と
し
、専
門
部
署
と
し
て
独

立
。
今
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、鳥
獣
侵
入
防
止
柵
設
置
事
業
、獣
害
に
強
い
里
づ
く
り
事
業
等
を
行
い
、こ
れ
ま
で
以
上
に
鳥
獣
害
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲鳥獣侵入防止柵

◀
相
模
ま
る
ご
と
保
全
隊
の
み
な
さ
ん

▶
導
入
さ
れ
た
機
械
で
草
刈
を
行
う
様
子

問
い
合
わ
せ

　
鳥
獣
害
対
策
室　
☎
６
５
‐
０
７
３
４

　
　
　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
５
９
２　
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◦記念式典
◦オープニングイベント
　『NHKジュニア陸上教室』　講師：谷

たに
川
がわ

真
ま

理
り

さん
　『記念撮影会』

水口スポーツの森  甲賀市陸上競技場
　平成18年度から順次整備工事を進めてきた甲賀市水口スポー
ツの森内にある『甲賀市陸上競技場』がまもなく完成します。
　これを祝して次のとおりオープニングイベントを実施します。

【日時】　10月10日（祝）  13時～ 16時（予定） ■陸上競技場施設の利用申込みについて
　9月1日から水口スポーツの森管理事務所で11月分の利用に
ついての予約申込みの受付を開始します。
※市の主催する事業については別とします。
※詳細については管理事務所にお問い合わせください。
◎利用時間
◦5月から9月まで8時30分から19時30分まで
◦10月から4月までは8時30分から17時まで
◎使用料
◦貸切使用
　　平日：2000円／時間、土日祝日：2500円／時間
◦共用使用
　 　2000円／回（10名以上の団体）、200円／回／人（個人）
※共用使用の場合、児童生徒は半額。
※市外の方が使用される場合は2倍となります。

　
甲
賀
市
と
伊
賀
市
の
市
民
が
交
流
や
連
携
を
深
め
、両
市
の
特
色
を
市
内
外
へ
発
信
す
る
た
め
作
成
す
る

「
忍
者
」を
題
材
と
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト（
課
税
標
識
）の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

原
動
機
付
自
転
車

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

デ
ザ
イ
ン
募
集
！

　
募
集
内
容　

　
原
動
機
付
自
転
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の「
形
状
及
び
絵
柄
の
デ
ザ

イ
ン
」

　
募
集
期
間　

　
９
月
15
日（
木
）～

10
月
14
日（
金
）必
着

　
応
募
資
格　

　
募
集
期
間
中
に
、甲
賀
市
ま
た
は

伊
賀
市
に
在
住
、在
勤
、在
学
の
方

　
募
集
規
格　

①「
忍
者
」の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
、安

全
性
に
配
慮
し
た
形
状・
絵
柄
で
あ

る
こ
と
。

②
デ
ザ
イ
ン
は
、縦
10
㎝
×
横
20
㎝
の

規
格
内
に
収
ま
る
も
の
。

③
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
標
章

（
3・5
㎝
×
3・5
㎝
）の
貼
付
け
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

④
次
の
事
項
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
が
、

絵
柄
の
色
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
標
識
の
下
地
の
色
》

　
50
㏄
以
下
…
白
色

　
90
㏄
以
下
…
黄
色

　
１
２
５
㏄
以
下
…
桃
色

《
標
識
内
の
文
字・番
号
》

　
濃
紺
色

※ 

ビ
ス
留
め
位
置
、文
字
お
よ
び
数

字
等
の
書
体
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

　
応
募
方
法　

　
Ａ
４
版
白
色
用
紙
に
横
書
き
で
規

格
サ
イ
ズ
内
に
デ
ザ
イ
ン
し
、住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、デ
ザ
イ
ン

へ
の
想
い
や
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
書
き

添
え
て
持
参
、郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ

不
可
）

　
応
募
用
紙　

　
応
募
用
紙
は
甲
賀
市
税
務
課
、各

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。

　
選
考
方
法　

　
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、伊
賀
市・甲

賀
市
連
携
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
デ
ザ

イ
ン
選
定
委
員
会
で
採
用
作
品
１
点

お
よ
び
優
秀
作
品
を
選
定
し
ま
す
。

　
結
果
発
表　

　
採
用
作
品
応
募
者
お
よ
び
優
秀
作

品
応
募
者
の
方
に
は
、本
人
へ
通
知

す
る
と
と
も
に
市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

　
ま
た
、採
用
作
品
応
募
者
お
よ
び

優
秀
作
品
応
募
者
の
方
に
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

　
応
募
に
関
す
る
注
意
事
項　

※
応
募
は
自
作
の
未
発
表
作
品
で
１
人

３
点
以
内
と
し
、他
に
類
似
す
る
も

の
が
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
採
用
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権
利

は
、伊
賀
市・
甲
賀
市
に
帰
属
し
ま

す
。

※
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
標
識
と
し
て
使
用
す
る
に
あ
た
り
、

採
用
作
品
を
一
部
修
正
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■『NHKジュニア陸上教室』
◦参加対象　小学4年生から6年生
◦�申し込み　個人、グループ、団体または学校単位とし、必

要事項（氏名、住所、電話番号、メールアドレス、学校名、学
年、クラス）を記入の上FAXにて、9月14日（水）17時まで
にお申込み下さい。

◦定員　80名（参加者多数の場合は抽選）
※雨天の場合は、陸上教室のみを土山体育館で実施いたします。

建設管理課公園緑地係
☎65-0720　Fax63-4601

問／申
水口スポーツの森管理事務所
☎62-7529

問／申

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み

伊
賀
市・甲
賀
市
連
携
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
作
成
委
員
会
事
務
局

〒
５
２
８‐８
５
０
２�

甲
賀
市
水
口
町
水
口
６
０
５
３
番
地

�

甲
賀
市
役
所
総
務
部
税
務
課
内

☎
６
５
‐
０
６
７
９

Eメールkoka232000@
city.koka.lg.jp

まもなく

オープン

伊賀市甲賀市
連携

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

＞＞＞　市民活動支援補助金制度での取り組み　＜＜＜
　日ごろ生活をしていく中で、もっと社会がこうなればいいのに、こういう催しがあればいいのにと思うことを、自
分で取り組んでみる、問題解決のアクションを自発的に起こす、というのが「市民活動」です。市では公益を目的と
した自主性のある市民活動を応援する市民活動支援補助金制度（平成23年度で終了）により事業採択された団体を
紹介します。

◆�信楽G
ジ ッ プ
I P（Ｇood�Ｉdea�Ｐroduce）

　『信楽』の知名度と観光資源を活かして甲賀市観光の活性化
を目的に活動しています。今年も「げなげな市」と題して地元
の農産物や手作りの品物を露天で販売する手作り市を毎月第
１日曜日に新宮神社の境内で開催します。
　団体や職業の枠を超えた地域のコミュニティとして一昔前
の銭湯や商店街に変わる市民の社交場の役割が出来ると思い
ます。皆さんお気軽にお越しください。
※ 平成17年度から行ってきましたこの市民活動支援補助金の制度は平成

23年度をもって終了します。今後は、市民協働事業提案制度による協
働のまちづくりを進めていきます。

　
市
民
活
動
団
体
の
専
門
性
や
柔
軟
性
を
活
か
し
た
公
益
的
な
事
業
の
提

案
を
公
募
し
、団
体
と
市
が
協
力
し
、対
等
な
関
係
で
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
で
、課
題
の
効
果
的
な
解
決
を
め
ざ
す
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

市
民
協
働
事
業
提
案
制
度

●
制
度
の
目
的

　
「
市
と
協
働
し
て
事
業
を
進
め
た
い
」あ

る
い
は「
既
に
行
わ
れ
て
い
る
行
政
の
事

業
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
た
い
」そ
ん
な

想
い
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
を

受
け
、真
に
公
共
性
の
高
い
事
業
を
、市
民

と
行
政
が
共
に
力
を
合
わ
せ
て
実
施
す
る

仕
組
み
と
し
て
導
入
し
ま
す
。

　

審
査
で
採
択
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て

は
、財
政
的
な
負
担
や
人
的
負
担
な
ど
に

つ
い
て
も
、市
の
担
当
課
と
提
案
団
体
が

協
議
を
重
ね
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ

い
の
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
提
案
の
種
類

⑴�

市
民
テ
ー
マ
型
事
業：

　

 

提
案
団
体
が
自
由
な
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
提
案
す
る
事
業

⑵�

行
政
テ
ー
マ
型
事
業：

　

 

提
案
団
体
が
市
の
設
定
し
た
テ
ー
マ
に

基
づ
き
提
案
す
る
事
業

　
《
テ
ー
マ
》・
地
域
で
の
子
育
て
支
援
・

魅
力
あ
る
地
域
放
送
や
行
政
放
送
の
た

め
の
番
組
制
作
・
自
然
観
光
ル
ー
ト
の

整
備
・
地
元
特
産
品
の
生
産
及
び
販
売

の
推
進
な
ど

●
対
象
事
業

　

市
と
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、地
域
課
題
や
社
会
的
課
題
の
解
決
が

図
ら
れ
、具
体
的
な
成
果・効
果
が
期
待
で

き
る
事
業

●
対
象
団
体

　
活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、構
成
す
る

会
員
が
５
人
以
上
で
運
営
に
関
す
る
会
則

等
が
あ
り
、適
正
な
会
計
処
理
が
行
な
わ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
。

※ 

行
政
へ
の
一
方
的
な
要
望
や
提
案
団
体

へ
の
支
援
と
い
っ
た
も
の
は
、こ
の
制

度
に
は
な
じ
み
ま
せ
ん
。

●
事
業
の
実
施
期
間

◦
23
年
度
事
業

　
11
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日

◦
24
年
度
事
業

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日

　
●
募
集
受
付
期
間

　
９
月
１
日（
木
）～
30
日（
金
）ま
で

　
　
※
土・日・祝
日
は
除
く

　
●
受
付
時
間

　
8
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　●
説
明
会
の
開
催

◦
日
時
／

　
９
月
2
日（
金
）19
時
～
20
時
30
分

　
９
月
3
日（
土
）10
時
～
11
時
30
分

◦
場
所
／ 

　
甲
賀
市
役
所
水
口
庁
舎
３
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

☎
６
５‐０
６
８
７　
Fax
６
３‐４
５
５
４
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中嶋市長より委嘱状交付

看板（屋外広告物）を設置するには、

許可が必要です

　上に該当するものは、イラスト、シンボルマーク等で
あっても、原則全て許可が必要となります。
　今一度、まわりの看板を確認していただき、許可を得
ていない看板（屋外広告物）がありましたら、早急に申
請し、許可を受けてください。
　また、毎年9月1日～ 10日までを「屋外広告物適正化
旬間」とし、期間中、県下一斉にクリーンキャンペーン
が展開されます。
　市においても、違反広告物の簡易除却を実施します。
　次の物件に取り付けられている立看板やはり紙、は
り札は、違反ですので撤去してください。

◦電柱、街灯柱
◦街路樹、路傍樹
◦公共用の石垣、擁壁
◦信号機、道路標識、ガードレール
　などの交通安全施設　など

　美しいまちなみを守るため、
　ご理解、ご協力をお願いします。

第
一
回�

甲
賀
市
庁
舎
改
修
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
委
員
会
を
開
催

　
市
役
所
水
口
庁
舎
は
、建
築
後
40
年
以
上
が
経
過
し

て
お
り
、地
震
に
対
し
て
危
険
性
の
高
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、合
併
時
に
増
改
築
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、非
常
に
狭
く
、事
務
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、Ｉ
Ｔ
化
へ
の
対
応
が
困
難
で
あ
り
、加
え

て
庁
舎
機
能
が
水
口
庁
舎
、甲
南
庁
舎
、水
口
福
祉
セ

ン
タ
ー
、水
口
保
健
セ
ン
タ
ー
に
分
散
し
て
い
る
た

め
、市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
に
利
便
性
、効
率

性
を
損
な
っ
て
お
り
、本
庁
舎
と
し
て
の
機
能
を
果
た

す
に
は
限
界
に
き
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
水
口
庁
舎
の
敷
地
や
庁
舎
を
可
能
な
限
り

活
用
し
、市
民
の
利
便
性
の
向
上
や
行
政
運
営
の
円
滑

化
に
資
す
る
庁
舎
整
備
の
あ
り
方（
庁
舎
改
修
整
備
基

本
構
想
）を
検
討
す
る
た
め
、甲
賀
市
庁
舎
改
修
整
備

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、７
月
21
日
に
第
一
回
検
討
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
検
討
委
員
に
は
、有
識
者
や
市
民
団
体
等
の
代

表
者
と
し
て
、15
名
が
委
嘱
さ
れ
、委
員
長
に
は
、滋
賀

県
立
大
学
環
境
科
学
部
環
境
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
教

授
の
松ま
つ
岡お
か
拓た

公け

雄お

氏
が
、副
委
員
長
に
は
同
大
学
准
教

授
の
高た
か

柳や
な
ぎ
英ひ
で
明あ
き
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、水
口
庁
舎
の
現
状
等
が
報
告
さ
れ
、今

後
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
の
後
、庁
舎
の

状
況
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、平
成
24
年
３
月
ま
で
に
４
回
程
度
の
検
討
委

員
会
を
開
催
し
、市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
も
い

た
だ
き
な
が
ら
基
本
構
想
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
検
討
委
員
会
の
議
事
概
要
に
つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

松ま
つ
岡お
か　
拓た

け

お
公
雄（
委
員
長
）

高た
か
や
な
ぎ
柳　
英ひ
で
明あ
き（
副
委
員
長
）

前ま
え
野の　
昭て
る
雄お

久く

米め　
　
修
お
さ
む

松ま
つ
下し
た　
富と
み
男お

山や
ま
川か
わ　
宏ひ
ろ
治は
る

大お
お
橋は
し　
淳
じ
ゅ
ん
い
ち一

中な
か
村む
ら　
暎え
い
い
ち
ろ
う

一
郎

杉す
ぎ
田た　
　
光
ひ
か
り

中な
か
島じ
ま　
清き
よ
美み

中な
か
村む
ら　
初は
つ
子こ

オ
リ
カ
イ
ネ
ン・マ
ル
ク

中な
か
島じ
ま　
仁ひ
と
史し

今い
ま
井い　
　
敏
さ
と
し

村む
ら
山や
ま　
富と
み
一か
ず

○
就
任
さ
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん�

（
敬
称
略
）

都市計画課　都市計画係
��☎65-0719　Fax63-4601問い合わせ

屋外広告物クリーンキャンペーン9月1日〜10日は屋外広告物適正化旬間

県下一斉

※屋外広告物とは…
　　①一定の期間、継続して表示するもの
　　②屋外で表示するもの
　　③公衆に表示されるもの

公有財産管理室
☎65-0677　Fax63-4561

問い合わせ

　新名神高速道路土山サービスエリアに８
月６日、当市の観光情報を発信するアンテ
ナショップがオープンしました。
　このショップは、新名神高速道路を活用
した観光戦略に取り組む「こうかブランド
マネジメント会議」が設置したものです。
店頭には各種パンフレットを備え、ポス
ターやパネル展示などで旬の観光情報を発
信しており、将来的には物産販売も予定し
ています。
　看板は、信楽高校の協力によりデザイン
され、「ぐるっと甲賀・観光情報発信処」とい
うキャッチコピーとともに忍者とタヌキ、
宿場が描かれています。現在、甲賀町の「く
すり学習館」で開催中（9月25日まで）の「忍
たま乱太郎企画展」をＰＲしたテント幕が
注目を集めているほか、子どもたちには甲
賀市をイメージした顔出しパネルが人気
で、夏休み中には多くの家族連れが記念撮
影を楽しんでいました。

　ショップの開設日時は、土・日・祝日の10
時から16時までで、各地域のボランティア
ガイドの皆さんのご協力のもと、市内の観
光スポットをご案内しています。皆さん
も、ぜひお立ち寄りください。

土
山
Ｓ
Ａ
に

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン

―新名神から情報を発信―

▼ショップ側面のテント幕では

　「忍たま乱太郎企画展」を常時ＰＲ

忍者とタヌキに変身できる顔出▶
しパネルは家族連れに大人気観光戦略推進室　観光戦略推進係

☎65-0708　Fax63-4087

問い合わせ

第
３
回
甲
賀
市
臨
時
会
が
８
月
11
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
議・可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◉
条
例
の
制
定

・
甲
賀
市
保
育
園
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
甲
賀
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◉
契
約
の
締
結

・
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
資
材
購
入
（
そ
の
１
）

　
　
契
約
額 

４
，６
７
２
万
５
千
円

　
　
契
約
の
相
手
方 

岩
上
産
業
株
式
会
社

・
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
資
材
購
入
（
そ
の
２
）

　
　
契
約
額 

１
億
１
３
２
万
５
千
円

　
　
契
約
の
相
手
方 

甲
賀
森
林
組
合

・
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
資
材
購
入
（
そ
の
３
）

　
　
契
約
額 

８
，７
４
６
万
５
千
円

　
　
契
約
の
相
手
方 

甲
賀
広
域
小
規
模
産
業
振
興
事
業
協
同
組
合

・
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
資
材
購
入
（
そ
の
４
）

　
　
契
約
額 

１
億
８
１
５
万
円

　
　
契
約
の
相
手
方 

株
式
会
社
ド
ン
ク
リ
エ
イ
ト

平成23年

第３回

甲賀市議会
臨時会
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７
月
31
日
に
滋
賀
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
た
第
46
回
滋
賀
県
消
防
操
法

訓
練
大
会
に
お
い
て
、本
市
消
防
団
か
ら
水
口・甲
南・信
楽
の
３
方
面
隊
が

出
場
さ
れ
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
、水
口
方
面
隊
第
３
分
団
が
見
事

優
勝
に
輝
き
、信
楽
方
面
隊
小
原
分
団
も
３
位
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
小

型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
、甲
南
方
面
隊
第
５
分
団
が
５
位
入
賞
と
、各
隊
素
晴
ら

し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
春
か
ら
の
厳
し
い
訓
練
で
築
き
上
げ
た
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、団
員
の

皆
さ
ん
の
表
情
は
、達
成
感
と
満
足
感
に
よ
る
笑
顔
で
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し

た
。
長
期
間
に
わ
た
る
訓
練
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

訓練重ね栄光つかむ
ポンプ車の部優勝
　　出場隊すべてが入賞

第
46
回 

滋
賀
県
消
防
操
法
訓
練
大
会

●
水
口
方
面
隊

指
揮
者

川か
わ
嶋し
ま　
健け
ん
一い
ち

１
番
員

太お
お
田た　
　
章
あ
き
ら

２
番
員

西に
し

村む
ら　

匡た
だ

由よ
し

３
番
員

田た

中な
か　
新し
ん
典す
け

４
番
員

林は
や
し
　
　
佑ゆ
う
馬ま

要　
員

西に
し
川か
わ　
嘉よ
し
邦く
に

要　
員

川か
わ
嶋し
ま　
大ひ
ろ
延の
ぶ

●
信
楽
方
面
隊

指
揮
者

前ま
え
川か
わ　
一い
ち
友ゆ
う

１
番
員

西に
し
川か
わ　
有ゆ
う
樹き

２
番
員

中な
か

井い　
　
翼

つ
ば
さ

３
番
員

和わ

田だ　
裕ひ
ろ
貴き

４
番
員

中な
か
嶋じ
ま　
龍り
ゅ
司う
じ

要　
員

中な
か
井い　
佑ゆ
う
樹き

要　
員

中な
か
島じ
ま　
伸し
ん
伍ご

●
甲
南
方
面
隊

指
揮
者

橋は
し
本も
と　
正ま
さ
弘ひ
ろ

１
番
員

和い
ず
み泉　
　
太
ふ
と
し

２
番
員

吉よ
し

澤ざ
わ　

智と
も

文ふ
み

３
番
員

植う
え
出で　
　
恒
ひ
さ
し

要　
員

岸き
し　
　
正ま
さ
博ひ
ろ

要　
員

村む
ら
山や
ま　
雅ま
さ
彦ひ
こ

出
場
さ
れ
ま
し
た
選
手
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

ポ
ン
プ
車
の
部

小
型
ポ
ン
プ
の
部

水口方面隊

信楽方面隊

甲南方面隊

危機管理課　防災危機管理係
☎65-0665　Fax63-4619

問い合わせ

　大正12年９月１日に発生した関東大震災
の被害を教訓とし、また、この時期に多い台
風等風水害への備えを怠らないようにと、伊
勢湾台風が襲来した翌年の昭和35年に「防
災の日」が制定されました。

9月1日は　　　　　  です

　　特に９月は、台風が多く発生する時期です。大雨の
影響で、土石流やがけ崩れ、家屋への浸水などが発生す
る恐れがあります。台風が接近してきたら、外出を控

え、常に最新情報を得て、危険に備えるようにしてください。ま
た、雨風がおさまっても、地中に多くの水分を含んでおり、突然崩
れることもあります。外出の際は危険箇所に近づかないよう充分
注意しましょう。

　　　７月末、甲賀市内では１時間の降水
量が70ミリという局地的豪雨に見舞
われたところがあり、河川や水路が急

激に増水し土砂災害や床下浸水の被害が発生しました。こ
の時の前後１時間の観測雨量は２ミリ程度ですので、本当に
突然の大雨です。
　局地的豪雨の原因は、短時間で積乱雲が大きくなり、大雨
をもたらすもので、予測することは非常に難しいのです。
　また、河川の上流で大雨が降った場合、中流や下流では雨
が降っていないのに、急に増水することがあります。雨が
降っていなくても、川や空などの変化により危険を感じた場
合はすぐに安全な場所に避難するようにしましょう。

◦真っ黒い雲が近づき、周囲が急に暗くなる。
◦雷鳴が聞こえたり、雷光が見えたりする。
◦ヒヤッとした冷たい風が吹き出す。
◦大粒の雨やヒョウが降り出す。
◦川の水かさが増えたり水が濁ってきたりする。

　これらの現象があった場合は、すぐに安全な
場所に避難しましょう。

要注意

危機管理課　防災危機管理係
☎65-0665　Fax63-4619

問い合わせ

局地的豪雨

台風

〜
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
が
２
基
設
置
寄
贈
〜

水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
に「
防
災
用
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」

　
社
団
法
人
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

か
ら「
防
災
用
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」を
設
置

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
防
災
用
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」は
、同
団
体

が
社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
県
下

の
数
箇
所
に
設
置
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、普

段
は
ベ
ン
チ
と
し
て
使
用
し
、有
事
の
際

は
ベ
ン
チ
の
天
板
を
取
り
外
し
か
ま
ど

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
す
。

　
市
で
は
、８
月
７
日
に
広
域
避
難
所
に

も
な
っ
て
い
る
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森

ロ
ッ
ジ
前
に
２
基
設
置
い
た
だ
き
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ

　
危
機
管
理
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
６
６
５

　
　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
６
１
９

◀
設
置
い
た
だ
い
た
県
建
設
業
協
会

　
甲
賀
支
部
の
み
な
さ
ん

▶
天
板
を
は
ず
す
と
か
ま
ど
に
な
る
ベ
ン
チ
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旧
東
海
道
沿
い
に
あ
る
当
セ
ン
タ

ー
に
は
、毎
年
４
月
に
開
催
さ
れ
る

「
水
口
ま
つ
り
」で
テ
ン
ポ
の
良
い
水

口
ば
や
し
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
ま
ち

を
巡
行
す
る「
曳
山
」を
展
示
し
て
い

ま
す
。

　
旧
東
海
道
を
歩
い
て
旅
を
さ
れ
て

い
る
方
々
な
ど
、多
く
の
み
な
さ
ん

に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
訪
れ
た
み
な
さ
ん
は
、大
き
な
車

輪
と
背
比
べ
を
す
る
な
ど
し
な
が
ら

と
て
も
興
味
深
く
見
学
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◦
開
館
時
間　
月
～
金

　
　
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

　
東
海
道
53
次・
57
次
は
東
海
道
伝

馬
制
度
が
、徳
川
家
康
の
手
で
造
ら

れ
た
大
き
な
遺
産
で
す
。

　
伝
馬
制
度
は
じ
め
、東
海
道
53
次・

57
次
の
歴
史
を
紹
介
す
る
目
的
で
平

成
13
年
に
伝
馬
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
、開
館
10
周
年
を
記
念

し
て
伝
馬
館
前
広
場
で
、記
念
事
業

が
行
わ
れ
、廃
油
を
利
用
し
た
８
０

０
個
の
美
し
い
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
が

輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
土
山
小
学
校

の
児
童・先
生
も
参
加
、キ
ャ
ン
ド
ル

を
囲
み
、震
災
で
被
害
に
遭
わ
れ
た

東
北
の
み
な
さ
ん
の
復
興
と
幸
せ
を

静
か
に
祈
り
ま
し
た
。

　
心
の
こ
も
っ
た
美
し
い
夕
べ
で
伝

馬
館
開
館
10
周
年
を
祝
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
雲
井
地
区
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
8
月
11

日
、雲
井
学

区
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象

に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト「
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
も
う
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
、学
区
内
の
子
ど
も
達

40
名
余
り
が
、体
育
指
導
員
さ
ん
の

実
演
の
も
と「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」と

「
お
じ
ゃ
ビ
ン
ゴ
」と
い
う
普
段
学
校

で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
ま
し
た
。
夏
休
み
中
に
た
く

さ
ん
の
お
友
達
と
久
し
ぶ
り
に
集
ま

っ
て
、白
熱
し
た
競
技
に
歓
喜
と
笑

い
が
絶
え
な
い
楽
し
い
体

験
と
な
り
ま
し
た
。

　

体
育
指
導
員
さ
ん
、楽

し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
希
望
ヶ

丘
地
域
市

民
セ
ン
タ

ー
の
玄
関

に
は
、プ

ラ
ン
タ
ー

や
鉢
に
植

え
ら
れ
た

花
が
た
く

さ
ん
咲

き
、訪
れ

る
み
な
さ
ん
を
出
迎
え
て
く
れ
ま

す
。

　
こ
の
花
は
、ご
近
所
に
お
住
ま
い

の
山や

ま

内う
ち

富と
み

茂し
げ

さ
ん
が
花
植
え
か
ら
、

水
や
り
、草
引
き
な
ど
す
べ
て
の
手

入
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

花
は
季
節
ご
と
に
植
え
替
え
ら

れ
、今
は
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
色
と
り
ど

り
の
花
が
咲
き
誇
り
、セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、散

歩
し
て
い
る
方
や
通
り
す
が
り
の
方

な
ど
、多
く
の
方
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
、美
し
く
咲
い
た
花
を

見
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

曳ひ
き

山や
ま

を

展
示
し
て
い
ま
す

水
口
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

伝
馬
館
　
開
館
10
周
年
記
念
事
業

<

エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
の
夕
べ>

土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
も
う雲

井
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

色
と
り
ど
り
の
花
が

お
出
迎
え

希
望
ヶ
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

多羅尾学区自治振興会
　４月 30日に設立された多羅尾学区自治振興会。
　同自治振興会には、１学区１地区という特性があり、
他の自治振興会のように、複数区による組織化ではなく、
現在の区組織を発展させるという形でのスタートとなり
ました。
　三重県との県境に位置する当地域では、少子高齢化や
若者離れが進み、今回の自治振興会事業では、新たなま
ちおこしに、地域住民の皆さんからも期待の声が高まっ
ています。

多羅尾学区自治振興会
高
たか

畑
はた

啓
けい

司
じ

会長に聞きました

── �自治振興会設立に至った経過や
　　ご苦労されたことをお聞かせください

　一学区一地区である当学区は、他区との事業調整を要
しない分、短い期間でも設立に向けた準備を進めること
ができました。
　市では１年以上前から準備があったとのことですが、
私たち役員は、昨年６月に初めて信楽地区で、またその
あと多羅尾地区において説明会があり、市の提案説明を
受け、設立の必要性を感じ、準備を進めました。　
　その後常会で各組長を通じて自治振興会の説明を行
い、区民の皆さんへご理解とご協力をお願いし、昨年
11月 30日に設立準備会を立ち上げました。
　役員間での協議を重ね、今年４月 30日設立総会を開
催し、多羅尾自治振興会がスタートしました。

── �既に事業も実施されているということですが

　自治振興会立
ち上げを契機に
学区内での新規
事業にも取り組
んでいます。そ
の一つとして実
施しているのが
「体にやさしい
体操教室」。毎
週金曜日に市民センター職員の指導により行っており、
区民の皆さんには大変好評です。
　また区・自治振興会協働の広報紙「広報たらお」の発
行や、８月 20日には恒例の夏祭りも開催しました。
　さらに３ヵ年計画として、多羅尾の昔の風景を残すた
めお年寄りへの聞き取りをもとに行う「ふるさと絵図」
の作成や、名所旧跡の宝庫である地域特性を生かした「多
羅尾史跡めぐり」、「御

おと ぎ
斎の杜

もり
整備」などを予定していま

す。
　今後は、先月区民全員を対象に実施したアンケート結
果をもとに、４つの部会がそれぞれの計画に基づき、企
画・立案をして役員全員で執行していく方式を採用する
方法で取り組んでいきたいと考えています。

── �多羅尾学区自治振興会のＰＲをどうぞ

　自治振興会の立ち上げによって防火・防災の充実、福
祉事業の拡大、生活環境および景観保全、地域のスポー
ツ・文化、産業を充実して、地域の特性を生かす創作を
多羅尾の将来に向けて何ができるかを今年度十分に協議
し、できることから実行していきたいと考えております。
皆さんのご協力をよろしくお願いします。

1学区1地区の特性を活かす

地域コミュニティ推進室
��☎65-0687　Fax63-4554問い合わせ

自治振興会は、８月１日現在、市の提案 23地区の内、
19地区で設立されています

　
老
人
福
祉
法
で
9
月
15
日
を「
老
人
の

日
」と
定
め
ら
れ
、老
人
週
間
は
9
月
15

日
か
ら
同
21
日
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
9
月
19
日
が
敬
老
の
日
で
す
。

こ
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
高
齢
者
の

方
々
を
敬
愛
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
下
記
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
敬
老
金
事
業

　
9
月
15
日
現
在
、市
内
に
引
き
続
き
1

年
以
上
居
住
し
て
い
る
満
80
歳
以
上
の

方
へ
３
，０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

■
長
寿
を
た
た
え
る
事
業

　
9
月
15
日
現
在
、市
内
に
引
き
続
き
1

年
以
上
居
住
し
て
い
る
満
88
歳
ま
た
は

満
99
歳
の
方
へ
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。 老

人
福
祉
事
業
の

お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ

　
長
寿
福
祉
課　
高
齢
者
支
援
係

　
　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
６
９
６

　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
０
８
５　
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となりまちいこ かめやま

うか

が

情報交流ひろば

藤堂高虎  伊賀上野城築城400年祭 伊賀市 亀山“駅（エキ）”サイティングまつり2011 亀山市

VOL.8

〜子どもから大人まで楽しめるイベント〜〜伊賀上野城の魅力を発信〜

　
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
と
紀
勢
本
線

が
分
岐
す
る
鉄
道
の
ま
ち
と
し

て
古
く
か
ら
栄
え
て
き
た
亀
山
。

　

そ
の
象
徴
で
あ
る
亀
山
駅
の

周
辺
で
、「
亀
山“
駅
”サ
イ
テ
ィ
ン

グ
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　
亀
山
駅
に
関
す
る
写
真・映
像

の
展
示
や
鉄
道
グ
ッ
ズ
の
販
売
、

ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て
話
題
の

「
亀
山
み
そ
焼
き
う
ど
ん
」や
綿

菓
子
な
ど
も
ご
用
意
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】９
月
25
日（
日
）午
前
10
時

～
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】Ｊ
Ｒ
亀
山
駅
前
広
場
周

辺
、駅
前
通
り

【
ア
ク
セ
ス
】Ｊ
Ｒ
亀
山
駅
下
車
す

ぐ

　

伊
賀
市
の
シ
ン
ボ
ル
伊
賀
上

野
城
が
築
城
さ
れ
４
０
０
年
の
節

目
の
年
と
な
る
こ
と
を
祝
し
て
、

「
藤
堂
高
虎　
伊
賀
上
野
城
築
城

４
０
０
年
祭
」（
９
月
１
日（
木
）～

11
月
30
日（
水
））を
開
催
し
ま
す
。

【
主
な
イ
ベ
ン
ト
】

●
高た

か
虎と
ら
サ
ミ
ッ
ト
in
伊
賀

と
き：10
月
1
日（
土
）・2
日（
日
）

と
こ
ろ：上
野
公
園・崇す

う
廣こ
う
堂ど
う

　
高
虎
ゆ
か
り
の
物
産
展
や
市
民

太
鼓
、戦
国
コ
ス
プ
レ
大
集
合
、侍

シ
ョ
ー
な
ど

●
上
野
城
薪た

き
ぎ
の
う能

と
き：10
月
１
日（
土
）午
後
６
時
～

と
こ
ろ：上
野
公
園

　
伊
賀
上
野
城
を
バ
ッ
ク
に
幻
想
的

な
能
の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

【
ア
ク
セ
ス
】名
阪
国
道「
中
瀬
IC
」

か
ら
車
で
約
10
分
／
伊
賀
鉄
道「
上

野
市
駅
」か
ら
徒
歩
10
分

問
い
合
わ
せ

伊
賀
上
野
城
築
城
４
０
０
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会

☎
０
５
９
５-

４
３-

２
３
０
９

問
い
合
わ
せ

亀
山“
駅
”サ
イ
テ
ィン
グ
ま
つ
り

実
行
委
員
会
（
建
設
部
ま
ち
づ

く
り
計
画
室
内
）

☎
０
５
９
５-

８
４-
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道路面積県内1位
　甲賀市は、滋賀県の市町の中で道路面積が第1位、道路
総延長では第3位です。
　新名神高速道路や国道1号などの幹線道路が整備され
た甲賀市は、近畿圏や中部圏をつなぐ交通の要衝として
重要な位置にあります。
　さまざまな人やモノの交流拠点として、甲賀市の更な
る発展が期待できます。

連続シリーズ 統計からみる 

甲賀市  なんでもランキング
その３

総務課
��☎65-0663　Fax63-4561問い合わせ

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

甲
賀
市

長
浜
市

大
津
市

東
近
江
市

高
島
市

彦
根
市

近
江
八
幡
市

道
路
面
積

㎢

0
200
400
600
800
1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000

道
路
総
延
長

㎞

道路総延長
道路面積

近畿都市統計要覧(平成22年度)より

道路面積と道路総延長

A 現代の情報化社会では、様々な
情報機器を活用することで便利

で快適な生活ができます。その反面、
情報機器が苦手な方は情報化社会の
恩恵を十分に受けられません。市で
は、市民のおひとりおひとりにくまな
く行政情報をお届けできるように、イ
ンターネットはもとより、身近なテレ
ビなどを利用して多くの方に、さまざ
まな公共情報サービスを提供します。
また、音声放送や屋外拡声器により、
防災情報や緊急情報等、安全安心の市
民の暮らしを守る情報サービスも行
います。これら民間事業ではできな
い「きめ細かな公共情報サービス」を
実現するため、市では光ファイバー網
を整備いたします。

A ケーブルテレビを利用して簡単
な操作でさまざまな情報サービ

スが利用できます。公共情報サービ
スの例としては、高齢者見守りサービ
ス、買物支援サービス、電子広報紙、カ
メラによる危険箇所の監視などを予
定しています。

A 水口・信楽地域については、平成
24年の夏頃、土山・甲賀・甲南地

域は平成25年の夏頃からサービスを
開始する予定です。

A 広報あいこうか８月１日号で代
表的な料金（案）の案内をさせて

いただきました。詳しい料金につい
ては今後、新しく設立される運営会社
よりご案内させていただきます。

A 今後設立される運営会社が加入
手続きを行います。準備が整い

ましたらあらためてご案内いたしま
す。

A 可能です。他にもインターネッ
トのみの利用や、音声放送のみ

の利用も可能です。

A ケーブルテレビへ加入していた
だくと、運営会社が制作する行

政情報番組や地域情報番組、地上デジ
タル放送、ＢＳデジタル放送、映画・ド
ラマ・アニメ・スポーツなど多彩な専
門チャンネルが視聴できます。

A 有事の際には、ご家庭に設置し
たスピーカーや屋外拡声器によ

り、自動的に最大音量で緊急情報が放
送されます。また、通常は、市をはじ
め区・自治会等からのお知らせ、おく
やみなどが定時に放送されます。

A 甲賀郡有線放送と信楽町有線放
送が行っている有線放送電話

は、新しく設立される運営会社の音声
放送とＩＰ電話サービスへと移行し
ます。現在、有線放送を利用されてい
る場合は、移行にあたって費用の負担
はございません。月々の利用料につ
いても、現在の有線放送に比べて負担
が増えることはございません。

A 甲賀ケーブルネットワークの
ケーブルテレビは、新しく設立

される運営会社によるケーブルテレ
ビへ移行します。移行にあたっての
費用負担はございません。
　ただし、月々の利用料については、
甲賀ケーブルテレビの料金とは変わ
ることになります。チャンネル数に
より３つの料金コースをご用意いた
しますので、ご希望のコースを選択し
ていただけます。料金についての詳
しい内容は、今後、運営会社よりご案
内いたします。

A お住まいの地域でサービスが開
始されてから２年間は無料とな

ります。また、引き込み工事の範囲
は、お住まい近くの電柱から軒先まで
の光ファイバー工事となります。な
お、ご自宅の状況により、宅内の配線
工事が必要な場合は、別途費用が発生
します。

「愛」ある情報基盤整備
～新しい行政情報サービスの提供に向けて～

　このたび市が行う情報基盤整備により、市全域に光ファイバー網を整備します。市では、この光ファイバー
網を利用し、民間の通信事業者では提供できない市独自の行政情報サービスを行います。また、新しく設立さ
れる第３セクター方式の運営会社により、ケーブルテレビやインターネットなどのサービスを提供します。
　今月号では、これまでお聞かせいただいたご意見やご質問についてお答えします。

情報基盤整備推進室
☎65-0658　 Fax63-4574

問い合わせ
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どうして情報基盤整備を市
が行うのですか？Q1

いつからサービスが開始さ
れますか？Q3

加入申込はどうすればいい
ですか？Q5

ケーブルテレビのみの利用
はできますか？Q6

ケーブルテレビではどのよ
うな放送がみられますか？Q7

音声放送はどのようなもの
ですか？Q8

料金はどれくらいになりま
すか？Q4

テレビを利用した、きめ細
かな公共情報サービスとは
どのようなものですか？

Q2

現在、有線放送を利用して
います。今後どのようにな
りますか？

Q9

現在、甲賀ケーブルネット
ワーク（旧水口テレビ）の
ケーブルテレビを視聴して
います。今後どのようにな
りますか。

Q10

２年間は引込工事費が無料
になるとの事ですが、いつ
から２年間ですか？また、
その工事の範囲はどこまで
ですか？

Q11
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８月に奈良市で開催された全国中学校総合体育
大会に出場された水口中学校陸上競技部３年生の
小澤直人さん。

小 澤 さ ん は、ト ラ ッ ク 競 技 の1500メ ー ト ル、
3000メートルの種目で出場条件記録を大きく上回
る好タイムで通信陸上、県大会、近畿大会を勝ち進
み、全国大会への切符を手にされました。

小学校のマラソン大会では何度も１位だった小
澤さん。その頃お兄さんが陸上競技をやられてい
たこともあって地元のスポーツクラブに入団され
本格的に陸上競技を始められました。

初めは100メートルなどの短距離種目もやってい
ましたが、中学生になってから現在の中距離種目に
転向。毎日２時間の練習を積み重ね記録を延ばし
続けてこられました。

日々の練習は大変厳しいと語る小澤さん。走り
込みの時期は400メートルを10本も走るそうです。

好きな練習メニューはと尋ねると迷わず出てき
たのは「フリージョグ」。

これは、タイムを出すための練習ではなく、自分
のペースで走ることができる練習だそうで、気楽に
走れる時が練習の中で一番楽しいとのことです。

今後の進路について伺うと「陸上競技を続けたい
ので、陸上部がある学校に進みたいと思っていま
す。」

この夏以降も駅伝大会など、大きな大会が残って
おり、まだまだ中
学生としての競技
が続く小澤さん。
彼の今後の活躍に
期待します。

日々の練習を積み重ね
　　　好記録で全国大会へ

（水口町貴生川）

小
お

澤
ざわ

　直
なお

人
と

さん
54

　
市
と
姉
妹
都
市
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ウ
ィ
ッ
ト
市

か
ら
中
学
生
８
名
が
甲
賀
市
を
訪
れ
、７
月
29
日
か
ら
８
月
５
日
ま
で

滞
在
、日
本
の
文
化
や
生
活
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

　
滞
在
期
間
中
は
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
と
過
ご
し
な
が

ら
、市
内
中
学
生
と
の
交
流
や
、書
道
、う
ち
わ
作
り
な
ど
を
体
験
、日

本
の
文
化
を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
ホ
ス
ト
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
を
務
め
た
中
学
生
は
、今

年
１
月
に
デ
ウ
ィ
ッ
ト
を
訪

問
し
た
生
徒
で
、相
互
交
流
と

な
っ
た
今
回
は
お
互
い
の
再

会
を
喜
び
あ
い
、楽
し
く
に
ぎ

や
か
な
滞
在
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
文
化
を
満
喫

個
性
的
な
蚊か

遣や

り
器
が
集
合

アメリカデウィット市中学生が来市 「いまどき、しがらき、かやりき」展

◀書道を体験する生徒

　７月29日、甲南公民館
で小学生の子どもたちを
対象に「夏のこども体験
講座」が開催されました。
　この講座は、甲南高校
の森田先生と生徒の皆さ
んが講師となり、子ども
たちに科学実験の楽しさ
を知ってもらおうと企画されました。
　参加した子どもたちは食物繊維を使っての「つぶふわ
インテリアづくり」に挑戦。
　高校生先生に教わりながら、オレンジ、グリーン、ピン
クなどの色の溶液を、家庭用除湿剤を溶かして作った液
にスポイトで落として、カラフルな粒をたくさんつくっ
ていきました。
　出来上がった粒は空のペットボトルに入れて、部屋の
飾りとして持ち帰りました。
　普段、学校では体験できない高校生のお兄さんお姉さ
んたちとのふれあい学習は、子どもたちにとって忘れら
れない夏の思い出になったようです。

　全国の高校、大学のサッカ
ー部が集まり、試合を通して
技術の向上を図る水口サマー
サッカー研修大会が、８月14
～ 17日に行われました。
　同大会は、鹿深サッカー協
会の主催で、今年で36回目を
迎えます。今年も水口スポーツの森など８会場で50チ
ームにより市長杯、協会長杯が争われました。
　選手は、猛暑の中全力でプレーし、パスや守備の連係
など細かい部分を確認していました。
　また、15日には、開会式が行われ、各校の交流や情報
交換が行われました。式典には中嶋市長も出席、「各チ
ームが技を競い合い、相手の良さを学ぶとともに己の技

を磨き、チームプレーに徹し、
この経験を生かした活躍をさ
れることを期待します。」と挨
拶しました。

　

土
山
図
書
館
で
８
月
６
日
、小
学
３
年
生
以
下

を
対
象
に
し
た
マ
ジ
ッ
ク（
手
品
）シ
ョ
ー
が
開
催

さ
れ
、訪
れ
た
親
子
連
れ
お
よ
そ
50
名
が
観
覧
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
さ
れ
た
の
は
、京
都

ほ
ほ
え
み
マ
ジ
ッ
ク
所
属
の
伊い

藤と
う
泰た
い
次じ

さ
ん
。

　
伊
藤
さ
ん
は
、レ
コ
ー
ド
盤
を
虹
色
に
変
え
た
り
、お
札
が
消
え
る
な
ど
の
手
品

を
披
露
。
成
功
す
る
た
び
に
拍
手
と
歓
声
が
お
こ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は
、子
ど
も
た
ち
に
も
で
き
る
簡
単
手
品
と
し
て「
お
箸
で
知
恵
の

輪
」を
伊
藤
さ
ん
が
伝
授
。
参
加
し
た
親
子
は
早
速
お
互
い
に
覚
え
た
て
の
手
品

の
や
り
方
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

科学実験を楽しむ子どもたち

全国の強豪校が集結、
レベルアップ図る

何
が
出
る
か
な
・
・
・

▲マジックに見入る子どもたち◀中嶋市長より記念品の贈呈

▲水口高校対報徳学園の一戦

▲科学実験をたのしむ子どもたち

▲大会に向け練習を重ねる小澤さん

甲南公民館「夏のこども体験講座」

土山図書館
夏休みマジックショー

　
節
電
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
年
の
夏
。
エ
ア
コ
ン
の
使
用

を
控
え
窓
を
あ
け
る
機
会
が
増
え
た
こ
の
夏
は
、電
気
を
使
わ

な
い
蚊
取
り
線
香
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
蚊
取
り
線
香
を
使
用
す
る
際
に
欠
か
せ
な
い「
蚊
遣
り
器
」。

最
近
で
は
、そ
の
機
能
だ
け
で
な
く
、夏
を
演
出
す
る
イ
ン
テ

リ
ア
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
陶
芸
の
森
信
楽
産
業
展
示
館
で
、「
い
ま
ど
き
、し
が

ら
き
、か
や
り
き
展
」が
開
催
さ
れ
、信
楽
焼
の
ア
イ
デ
ア
を
凝

ら
し
た
様
々
な
蚊
遣
り
器
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
に

は
、か
き
氷
の
形
を
し
た
夏
ら
し
い
涼
し
げ
な
も
の
や
、洋
室

に
も
似
合
う
モ
ダ
ン
な
直
方
体
の
も
の
な
ど
、従
来
の
イ
メ
ー

ジ
で
は
な
い
蚊
遣
り
器
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、蚊
取
り
線
香
の
生
産
工
程
や
、蚊
の
生
態
に
つ
い
て

紹
介
し
た
パ
ネ
ル
も
同
時
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、鑑
賞
だ
け
で

な
く
学
べ
る
展
示
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
節
電
、環
境
に
や
さ
し
い
生
活
の
提
案
と
し
て
の
同
展
は
９

月
25
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
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お
母
さ
ん
た
ち
の
人
形
劇
団
「
い
ち
ご
じ
ゃ
む
」

皆
さ
ん
も
見
て
み
ま
せ
ん
か

桑
くわ
山
やま
　幸
ゆき
子
こ

「
人
形
劇
を
子
供
達
に
見
せ
て
あ
げ
た

い
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
も
大
好
き
。」

と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
、
子
供
た
ち
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
に
で
も
親
し
み
や
す

く
、
心
か
ら
楽
し
め
る
人
形
劇
を
目
指
し

て
平
成
11
年
５
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
は
、
何
か
ら
始
め
て
よ
い
か
分
か

ら
ず
、
手
探
り
の
中
、
水
口
町
の
巌
谷
さ

ざ
波
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て

い
た
人
形
劇
講
座
に
出
席
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
び
水
口
図
書
館
で
の
年
３
回
の
定
期

活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

公
演
も
始
め
の
う
ち
は
背
景
・
人
形
・

大
小
の
小
道
具
ま
で
自
分
た
ち
で
作
り
、

家
に
あ
る
も
の
を
持
ち
寄
り
な
が
ら
の

活
動
で
し
た
。
暗
幕
も
、

物
干
し
竿
に
黒
い
布
を

張
り
、
水
を
入
れ
た
容

器
を
重
石
と
し
て
そ
れ

に
取
り
付
け
て
作
成
し

て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
ず
は
園
児
た
ち
に

見
て
も
ら
お
う
と
、
市

内
の
保
育
園
で
披
露
。

劇
を
見
た
先
生
や
保
護

者
の
方
の
口
コ
ミ
で
広

ま
り
活
動
範
囲
が
広

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
、
甲
賀
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
に
所
属
し
、
老
人
ホ
ー
ム
・
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
・
夏
祭
り
な
ど
多
方
面

で
の
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

取
材
当
日
は
、
甲
賀
町
和
田
公
民

館
で
高
齢
者
対
象
の
サ
ロ
ン
の
方
々

に
人
形
劇
「
３
枚
の
お
ふ
だ
」、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
ネ
コ
の
お
医
者
さ

ん
」
を
披
露
。

「
い
ち
ご
じ
ゃ
む
」
の
メ
ン
バ
ー

の
「
皆
さ
ん
も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。」

と
い
う
声
掛
け
を
き
っ
か
け
に
、

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
し
な

が
ら
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
お
話
の

中
に
全
員
が
す
っ

と
入
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を

見
て
い
る
間
に
、

こ
ち
ら
も
自
然
に

歌
を
歌
い
、
皆
さ

ん
の
中
に
一
緒
に

引
き
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々

は
、「

人
形
劇
を
見
る

な
ん
て
、
何
年
ぶ
り
や
ろ
。」

「
孫
に
も
見
せ
て
あ
げ
た
い
。」

「
こ
ん
な
風
に
、
手
拍
子
し
て
笑
っ
た

こ
と
な
い
わ
。」

と
、
と
て
も
楽
し
そ
う
な
笑
顔
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

見
て
頂
く
方
々
の
年
齢
層
に
よ
り
反

応
が
違
う
た
め
、
同
じ
人
形
劇
で
も
話

し
方
や
動
き
に
も
大
変
苦
労
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
演
者
と
参
加
者
が
一
体

に
な
る
こ
と
で
双
方
の
感
動
と
、
心
と
心

の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
り
、
そ
の
場
の
空

気
が
な
ご
や
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
感

じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
い
ち
ご
じ
ゃ
む
」
で
は
、
結
成
当
初

の
４
名
の
お
母
さ
ん
に
、
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー

ス
の
若
者
１
名
が
加
わ
り
、
よ
り
一
層
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
忘
れ
て
い
た
子
供
の
頃
の

感
動
を
「
い
ち
ご
じ
ゃ
む
」
の
人
形
劇
か

ら
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

育
児
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
で
人
形
劇
大
好
き
な
４
人
組
が
結
成
。
親
し
み
や
す
い
手
作
り
感
あ
ふ
れ
る
人
形
劇
団
を
紹
介
し
ま
す
。

　同和問題を学習する中で、よく出てくる言葉に「寝た子を
起こすな」というものがあります。「部落差別について学習
すれば、部落差別を知らなかった人が知ることで、新たに差
別をする人が出てくる。だから、部落差別には触れないほ
うがいい」という考え方です。
　しかし、果たしてそうでしょうか。例えば、もし身近な人
が理不尽な差別やいじめに遭っていたとしても、同じよう
に何もしない方がよいと言い切れるでしょうか。
　「寝た子を起こすな」というのは、見て見ぬふりをしてい
るのと同じです。その間、差別されている人はさらに苦し
み続けているのです。
　この啓発の大切さは、東日本大震災による原発事故をも
とに、福島に対する間違った偏見から様々な人権侵害が再
生産されてしまっていることからもうかがえます。
　差別は、いつどんな形で現れるか分かりません。そのと
き、正しい理解と認識を持っていなければ、誤った判断をし
てしまい、知らないうちに人を傷つけることがあるのです。

ですから「寝た子を起こすな」ではなく、まずは差別につい
て知ること、そして正しく理解することが大切です。
　私たちの周りには、さまざまな差別や人権侵害の事象が
あります。とりわけ同和問題は、最も深刻な人権侵害の一
つです。この問題の解決に積極的に取り組むことは、人々
の間に人権尊重の意識を根付かせ、あらゆる差別や偏見を
なくし、私たちの身の回りを良くしようとする取り組みに
つながります。
　県および各市町では、９月を「同和問題啓発強調月間」と
定めています。当市でも、甲賀市人権教育推進協議会等と
協力した街頭啓発活動や、市人権教育研究大会を行なうな
ど、集中的に啓発事業を展開します。
　みんなの人権が守られる明るい社会をつくるために、こ
れを機会に同和問題について考えてみましょう。

　同和問題に対する正しい理解と認識を持っていますか？
　いま一度、日頃の行動を振り返ってみましょう。

９月は「同和問題啓発強調月間」です

人権推進課
��☎65-0693　Fax63-4582問い合わせ

連
絡
先

　
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

　
☎
０
７
４
８
‐
６
２
‐
８
０
８
５
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和わ

田た

谷だ
に

を
守
る
七
つ
の
城

～
和わ

田だ

城
館
群
か
ら

　

市
内
に
は
二
百
以
上
の
城
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、一
つ
の
場
所
に
複
数
の
城
が
築
か
れ
て
い
る

点
が
特
徴
で
す
。
今
回
は
市
内
で
も
特
に
密
集

し
て
築
か
れ
て
い
る
和
田
城
館
群
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

和
田
谷
は
甲
賀
町
和
田
に
所
在
し
、伊
賀
へ
抜

け
る
街
道
に
沿
っ
て
開
か
れ
た
狭
い
谷
で
両
側

か
ら
標
高
二
百
メ
ー
ト
ル
前
後
の
丘
陵
が
和
田

区
を
囲
む
よ
う
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
和
田
城
館

群
は
和
田
区
を
見
下
ろ
す
丘
陵
の
上
に
築
か
れ

た
七
つ
の
城
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
城
は
大
き
さ
が
異
な
っ
て
お
り
、

城
ご
と
に
違
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
ず
谷
の
北
側
の
入
口
部
分
に
は

殿と
の
や
ま
じ
ょ
う
あ
と

山
城
跡
と
公く

方ぼ
う

屋や

敷し
き

支し

城じ
ょ
う
あ
と
跡
が
川
を
挟
ん

で
対
に
な
っ
て
築
か
れ
て
お
り
、域
外
か
ら
の
進

入
者
を
監
視
す
る
物
見
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
殿
山
城
跡
の
南
に

は
現
在
市
の
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
公
方
屋

敷
跡
が
あ
り
、一い

ち
じ
ょ
う
い
ん
か
く
け
い

乗
院
覚
慶
（
後
の
足
利
義
昭
）

が
亡
命
し
た
際
に
一
時
滞
在
し
た
場
所
と
し
て

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

谷
の
最
南
部
に
は
同
じ
く
市
の
指
定
史
跡
と

な
っ
て
い
る
和
田
城
跡
が
あ
り
、他
の
城
と
比
べ

て
大
規
模
で
あ
り
、防
衛
機
能
も
充
実
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、城
館
群
の
中
で
も
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
た
城
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
対
岸
に

は
和わ

田だ

支し

城じ
ょ
う
あ
と跡
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
の
三
城
が
連
続
し
て

築
か
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
の
城
が
連
携
し
て
和
田

城
を
支
え
て
い
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
城
が
互
い
に
連
携

を
取
り
合
う
こ
と
に
よ
り
、城
館
群
全
体
が
ま
る

で
一
つ
の
城
と
し
て
地
域
を
防
衛
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

和
田
城
を
築
い
た
と
さ
れ
る
和
田
氏
は
中
世

期
に
こ
の
地
域
を
支
配
し
て
い
た
土
豪
で
、足
利

義
昭
の
亡
命
を
手
助
け
し
、後
に
織
田
信
長
の
重

臣
と
し
て
京
都
所
司
代
や
摂せ

っ

津つ
の

国く
に

守し
ゅ

護ご

と
な
っ

た
戦
国
武
将
和わ

田だ

惟こ
れ

政ま
さ

を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
刊
行
し
て
い
る
甲
賀
市
史
第
七
巻「
甲
賀

の
城
」で
は
、和
田
城
館
群
を
含
む
甲
賀
地
域
の

城
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
近
年

は
市
内
の
城
を
巡
る
見
学
者
も
増
え
て
お
り
、今

郷
土
の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重
な
文
化
遺
産
と
し

て
甲
賀
の
城
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課

☎
８
６
‐
８
０
２
６　
Fax
８
６
‐
８
２
１
６

和田城跡　

2011.9.1平成23年9月1日2011.9.1 平成23年9月1日 1617



平成24年度 保育園・幼稚園の入園申込受付（予告）

「認定こども園」を加え
平成24年度保育園・幼稚園の入園申込受付が始まります

　保育園・幼稚園の入園申込受付を下記のとおり予定しています。詳しい内容については９月15日号に掲載します。
　また、９月９日（金）に入園案内および申込書を各保育園・幼稚園、各旧支所の地域市民センター、市民窓口センター、
各子育て支援センターに配置しますのでご確認ください。

　去る8月11日の市議会臨時会において、公立貴生川幼稚園・保育園を閉園
する条例の一部改正が可決されました。

　このことにより、両園は、平成24年３月31日をもって閉園となりますが、４月１日からは、これまでの貴生
川幼稚園、保育園の教育・保育の質を低下させることなく、その良さを引き継ぐ「認定こども園」が新たに開設
されます。
　現在、貴生川幼稚園・保育園に在園のお子様や、入園をご希望になる市内全域のお子様方に、安心して入園
いただける園づくりのために、市もその責任を担いながら就学前教育の充実をめざします。

　以前に比べて、歩く速さが遅くなったように感じたり、少し歩い
ただけで足がだるく感じることはありませんか。ちょっとした段
差でつまづいたり、転んだことのある方は、要注意です。
　歩くために必要な筋肉の衰えは、知らない間にすすんでいます。
　いつまでも、いきいきと活気あふれた生活を過ごすためには、転
倒予防に努め、生活機能を活発にしていくことが大切です。
　市では、介護予防事業として、運動教室「筋力ステップアップ教
室」を開催します。
　教室に参加希望の方は、地域包括支援センターへご相談くださ
い。

　
あ
な
た
や
、あ
な
た
の
ま
わ
り
の

人
で　
３
つ
の「
い
」に
当
て
は
ま

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
も
し
か
し
た
ら
、そ
れ
は
こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
か
ら
の「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」の
サ

イ
ン
で
、「
う
つ
」か
も
…

　
３
つ
の“
い
”の
な
か
で
も
２
週

間
以
上
続
く
不
眠
は
、専
門
医
師
の

診
察
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・　
　
・　
　
・

　
う
つ
病
と
は
、「
こ
こ
ろ
の
風
邪
」

と
も
い
わ
れ
、誰
も
が
か
か
り
う
る

病
気
で
す
。
中
に
は
自
殺
に
ま
で

追
い
込
ま
れ
る
な
ど
深
刻
な
状
況

に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
う
つ

病
は
脳
の
病
気
で
す
。「
気
の
持
ち

よ
う
」や「
こ
こ
ろ
の
弱
さ
」か
ら
起

こ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
脳

内
の
神
経
伝
達
物
質
の
減
少
で
引

き
起
こ
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
う
つ
病
は
、治
せ
る
病
気
で
す
。

「
も
し
か
し
て
…
」と
思
う
よ
う
な

兆
候
が
あ
れ
ば
、迷
わ
ず
専
門
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

☆
気
づ
い
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
サ
イ
ン

〜
守
ろ
う
大
切
な
い
の
ち
〜

９
月
10
日
か
ら
９
月
16
日
は
、自
殺
予
防
週
間
で
す
。

　
３
つ
の“
い
”

　
　
１
．
眠
れ
な
い

　
　

２
．
食
べ
ら
れ
な
い

　
　
３
．
疲
れ
や
す
い

運動器の機能向上
介護予防教室に参加しましょう

日本脳炎予防接種の受け方が変更されました
　日本脳炎予防接種は平成17年5月からの接種一時見合わせにより、予防接種を受けることができなかったお子さんに、予防接種
を受けていただけるようになりました。日本脳炎は蚊が媒介して人に感染します。（人から人への感染はありません）予防接種によ
り感染を予防することが期待できます。費用は無料です。この機会に接種を受けていただくように、お勧めします。

予防接種を受けることが
できる対象者 接種方法等

満3歳以上小学１年生まで

平成22年3月までに、個別に市の予診票を送付しました。
※平成20年4月2日以降に生まれたお子さんは予防接種予診票を出生届時にお渡ししています
手元に予診票がない場合は、健康推進課までお問い合わせください。
健診・予防接種カレンダーで実施医療機関を確認して接種してください。

小学２年生
今までに接種ができていない接種回から接種することができます。
なお、９月中に案内と予診票を配布しますので、9月末までに手元に届かない場合は健康推進課へお問
い合わせください。

小学３年生・４年生
平成23年度中に、予防接種を受けていただくように特にお勧めするお子さんです。今までに接種がで
きていない接種回から予防接種を受けることができます。
なお、案内と予診票を配布しましたので、手元に届いていない場合は健康推進課へお問い合わせください。

小学５年生以上中学３年生
まで（平成８年４月２日以降
に生まれた方）

１期または２期の今までに接種ができていない接種回から接種することができます。
なお、９月中に案内と予診票を郵送しますので、９月末までに手元に届かない場合は健康推進課へお問
い合わせください。

平成7年4月2日から
平成8年4月1日生まれの方

２期接種を受けることができます。ただし、４月・５月生の方は、予防接種法に基づかない任意接種と
なりますので、事前に保護者の同意が必要です。
健康推進課にお問い合わせいただき、予診票を受け取ってください。

　1期初回：6 ～ 28日の間隔をおいて2回
　1期追加：1期初回2回目終了後おおむね1年後に1回
　2　　期：9歳以上で1回

【教室名】 筋力ステップアップ教室
【対�象者】�65歳以上の方。下肢の筋力低下が気にな

る方で、要支援・要介護の認定を受けていない方
※ 生活機能評価の結果が異常なしの方は対象外とな

る場合があります。
【教室の期間】�３か月間（全12回）　10月開始予定
【場　所】�市内
【内�　容】 体力測定・転倒予防のための筋力アップの

運動・バランス運動・ストレッチ体操など

健康推進課
☎65-0703　Fax63-4591

問い合わせ

水口地域包括支援センター� ☎65-1170　Fax63-4591
土山・甲賀地域包括支援センター� ☎88-8136　Fax88-6557
甲南・信楽地域包括支援センター� ☎86-8034　Fax86-5974

問い合わせ

問
い
合
わ
せ

　
健
康
推
進
課
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こども未来課
　　☎86-8179
　　Fax86-8380

問い合わせ
●申込受付期間：
　９月28日（水）～ 30日（金）
　８時30分～ 17時15分 

公立幼稚園
●申込受付期間：
　10月３日（月）～14日（金）
　８時30分～ 17時15分 （土・日・祝日を除く）

（私立保育園・認定こども園の長時部も含む）保育園

◦認定こども園とは、一つの園舎に保育園（長時部）と幼稚園（短時部）の機能を備え
た施設です。

◦保育園（長時部）については、保育に欠ける児童を預かり、入園調整、保育料の決定、
徴収を市が行います。

◦幼稚園（短時部）については、入園受付、保育料の徴収を法人において行います。
◦ （仮称）貴生川認定こども園（長時部・短時部）についての説明会を９月11日（日）14

時～（１回目）と、16時30分～（2回目）甲南幼稚園にて行います。認定こども園の
保育内容について、お知りになりたい方は、説明会にご参加ください。

◦入園申込受付（短時部）は、９月下旬予定です。

○平成24年４月に私立の認定こども園が貴生川地先に開園します。認定こども園

【水口幼稚園】
◦募集定員：３歳児…30名　４歳児…若干名
　　　　　 ５歳児…若干名
◦願書配布：９月１日（木）～
◦入園説明会：９月３日（土）10時30分～ 
◦願書受付：10月４日（火）９時30分～（先着順）

【甲南幼稚園】
◦募集定員：３歳児…70名　４歳児…若干名
　　　　　 ５歳児…若干名
◦願書配布：９月４日（日）～
◦入園説明会：９月４日（日） 14時～ （１回目）
 18時30分～（２回目）
◦願書受付：９月４日（日）入園説明会後より

私立幼稚園

甲南幼稚園（甲南町野田604）
☎・Fax86-8088

問い合わせ

水口幼稚園（水口町城東３-21） ☎62-0329�Fax62-0334
願書配布・入園説明会・願書受付・問い合わせ

甲南幼稚園（甲南町野田604）　☎・Fax86-8088
願書配布・入園説明会・願書受付・問い合わせ

予防接種法に基づく
接種回数と間隔
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催　し
甲賀市エコフェスタ

『エコフリーマーケット』出店者募集
●日時／10月8日（土）10時～15時
30分
●場所／碧水ホール周辺（雨天決行）
●区画／2.5×3.5メートル（車輌乗り
入れ不可）
●定員／先着15組（出店無料）
●出店資格／市内在住の方で、9月
29日（木）19時からの説明会に出席
できるアマチュアの方。
●申込方法／氏名、住所（郵便番号）、
電話・FAX番号、主な出店物を明記の
上、持参、郵送またはFAX、Eメールに
て下記までお申し込みください。
●申込締切／9月22日（木）必着
問・申／生活環境課
〒528-8502 水口町水口6053番地
Eメール：
　koka244000@city.koka.lg.jp
65-0692 ／Fax 63-4582

夜空旅人（天体観望会）
「中秋の名月のお話」

～月の撮影体験できます～
●日時／9月10日（土）19時30分～
21時30分
●場所／かふか生涯学習館
内容／天体のお話、月、秋の星座など
の観望
※デジタルカメラをお持ちいただけ
れば月の撮影体験ができます。
●申込方法／電話にて下記まで
●申込締切／9月9日（金）先着20名
※天候・人数等により中止する場合があります。
申・問／かふか生涯学習館
88-4100 ／Fax 88-5055

「東海道・かしわぎの里
ウォーク」
●開催日／10月1日（土）（小雨決行）
●集合時間／9時10分
出発 9時30分　解散 15時30分
●集合場所／JR草津線三雲駅
解散場所 水口城南駅
●定員／30名
●参加費／300円（当日徴収）（保険・

資料代）
●持参物／弁当、飲物、雨具など
●コース（歩行距離：約8km）
JR三雲駅→天保義民碑→横田の渡・
常夜灯→泉福寺→植遺跡・植城址→
柏木公民館（昼食）→栄照寺・姫塚→
柏木神社→美富久酒造→水口城址・
資料館→水口城南駅（解散）
●申込方法／かしわぎの里ウォーク希
望と明記、氏名・年齢・住所・電話番号を
記入、甲賀市観光協会HPからはがき、
FAX、Eメールのいずれかで
●申込締切／9月26日（月）必着
申・問／甲賀市観光協会
〒520-3308 甲南町野田810番地
URL：http://www.koka-kanko.
org/index.html
Eメール：info@koka-kanko.org
／Fax 0748-60-2690

歴史探訪
「長束正家の足跡を訪ねて」
●日時／9月24日（土）9時30分～
16時（予定）
●場所／水口岡山城周辺及び日野町
内の長束正家に縁のある史跡等を見学
●集合／水口歴史民俗資料館
●参加費／200円（資料・保険代）
※昼食はご持参ください。
●定員／25人（申込方法：9月5日

（月）以降に電話で下記まで。平日の8
時30分～17時15分）
申・問／歴史文化財課
86-8026 ／Fax 86-8216

サザナミ記念アンサンブル
第 11 回定期演奏会
●日時／9月25日（日）15:00開演
●入場料／無料
●プログラム／ピアノ協奏曲　第11
番ニ長調（ハイドン）、合奏協奏曲 ＯＰ
６, No.5（ヘンデル）　ほか
●出演／サザナミ記念アンサンブル
9月24日から25日に実施するヴァイオリ
ン・ワークショップの参加者も出演します。
●指揮／鈴

す ず

木
き

博
ひ ろ

詞
し

会場・問／碧水ホール
63-2006 ／Fax 63-0752

（受付時間9:00～17:00 月曜休館）

　  募　集

甲賀市正規職員採用試験
●採用職種／①薬剤師1名②理学療
法士2名（ア：平成23年度途中採用1
名、イ：平成24年4月1日採用1名）
●受験資格／①薬剤師：昭和35年4月
2日以降に生まれた者で薬剤師免許を
有する者。②理学療法士　ア：昭和47
年4月1日以降に生まれた者で理学療法
士免許を有する者。イ：昭和57年4月1
日以降に生まれた者で、理学療法士の
免許を有する者、または平成24年4月1
日までに資格取得見込みの者。
●試験／①薬剤師は、10月12日（水）
②理学療法士は、10月4日（火）
●受付期間／9月1日（木）～9月22日

（木）までの執務時間中（8時30分～

17時15分）
　その他詳しいことは、職員課までお
問い合わせください。
問／職員課　人事係
65-0669 ／Fax 63-4561

あいの土山児童合唱団参加者募集
　童謡からポップス、アニメソングまで、さ
まざまなジャンルの歌にチャレンジします。
●練習日／毎月第1・3土曜日
●場所／土山中央公民館（土山町南
土山甲406）
●受講料／年間1,000円
問・申／土山中央公民館
／Fax 66-0158

第８回甲賀市民体育大会
（１部：中学・高校・一般）参加募集
●期日／10月16日（日）
●場所／甲賀市陸上競技場（水口ス
ポーツの森）
●対象者／中学・高校生、一般
●参加資格／市内中学・高校生、市内
在住者及び市内在勤者に限る。
●種目／100m、200m、400m、800
ｍ、1500m、3000m、110mH、4×
100mR、走高・走幅・三段跳、砲丸・円
盤・やり投ほか
●参加費／500円／人
●申込期日／9月16日（金）17時まで
に、所定の申込用紙にて、それぞれの
部門ごとにお申し込みください。
申・問　甲賀市体育協会事務局

86-2343
問　文化スポーツ振興課
86-8023／Fax 86-8380

登録統計調査員募集
　●業務内容／調査票の配布や回
収、点検など。
●待遇等／調査内容や担当件数に応
じた報酬が支払われます。
調査活動中の災害には公務災害補償
が適用されます。
●対象者／守秘義務を遵守できる市
内在住の20歳以上の方。

（警察官、税務関係の公務員、選挙の
関係者等は、従事制限があります。）
●登録方法／書類の提出と面談が必
要です。詳細は総務課までお問い合
わせください。
問・申／総務課
65-0663／Fax 63-4561

脂肪燃焼教室（後期）参加者募集
●日時／10月5日～11月9日　毎週
水曜日、全6回、20時～21時
●場所／甲南Ｂ＆Ｇトレーニングハウス
●対象／トレーニング機器を使った運
動で脂肪を燃焼させたい方。
●定員／10名
●申込締切／9月30日（金）
●参加料／1,200円
問・申／甲南Ｂ＆Ｇ海洋センター
86-6971 ／Fax 86-6984

市営駐車場の利用者募集
●受付期間／9月１日（木）～１５日（木）

（土・日を除く9時～17時）
●使用開始日／10月１日（土）
〔甲賀駅南駐車場〕3,000円／月
5区画（うち軽自動車１区画）
〔甲南駅前自動車駐車場〕3,000円／月
身体障がい者用2区画のみ空あり
※申し込みの際は事前にお問い合わ
せください。（申込者多数の場合は抽
選となります。）
問・申／生活環境課
65-0686／Fax 63-4582

〔油日駅前駐車場〕3,000円／月
（直接お問い合わせください）
問・申／油日駅を守る会� 88-5879
〔甲南駅前駐輪場〕
自転車1,500円／月　原付1,800円／月

（直接お問い合わせください）
問・申／甲南駅前駐輪場� 86-0590

（受付時間／6時15分～9時15分、
13時～14時、18時30分～20時30
分）

アメリカ・ミシガン州友好親善
使節団ホストファミリー募集
　市の姉妹都市（マーシャル市、デウィット
市）から来られる団員をご家庭で受け入れ
てくださるホストファミリーを募集します。
●受入期間／11月11日（金）～16日

（水）（滋賀県には11月8日～19日ま
で滞在）
●募集期間／9月1日（木）～8日（木）
●募集家庭／5家族（変更になる場合
もございます）
※団員の希望や条件等により、お申し
込みいただいたご家庭すべてに受け入
れをしていただけない場合があります。
※ご家族構成等、まずは当協会にてホ
ストファミリー登録をしてください。
問／甲賀市国際交流協会
／Fax 63-8728

結核検診医療機関追加のお知らせ
　65歳以上の方を対象に市の指定医療機関にて実施しています結核検診実施医
療機関にH23年8月1日から「浅田クリニック」が追加されています。
　受診希望の方は、下記内容をご覧いただき浅田クリニックへ直接受診をしてい
ただきますようお願いします。
◎浅田クリニック：水口町東名坂226-1　TEL：69-7755

診療時間 月 火 水 木 金 土
午前診

9：00 ～ 12：30
○ ○ ○ － ○ ○

～ 13：00
午後診

16：00 ～ 19：00 ○ ○ ○ － ○ －

休診日：木・日・祝日
※実施時期は平成24年1月まで、本人確認のために健康保険証を持参してください。
※ 特定健康診査・健康診査を受診される人は同時に受診できます。健診当日に「甲賀市

の結核検診も受診したい」と申し出てください。

水口スポーツの森へ行こう　●9月の催し
甲賀市民スタジアム

3日（土） 市長杯軟式野球交流大会（小学生軟式野球）
4日（日） 平成24年度春季軟式野球大会Ａ級地区予選（一般軟式）

10日（土）・11（日） 第8回近畿都市軟式野球（一部）（一般軟式）
14日（水）・15（木） 京滋大学野球秋季リーグⅡ部第3節（大学生硬式）
18日（日） 甲賀市軟式野球リーグ戦（一般軟式）
19日（月） 京滋大学野球秋季リーグⅡ部第5節（大学生硬式）
25日（日） 平成24年度春季軟式野球大会Ｃ級地区予選（一般軟式）

多目的グラウンド
3日（土） 県秋季大会予選グラウンド・ゴルフ大会（一般グラウンド・ゴルフ)
16日（金） 市協会レディース交換グラウンド・ゴルフ大会（一般グラウンド・ゴルフ）
17日（土） 関西サッカーリーグ（一般サッカー）
23日（金） 全日本女子U-18県予選（一般女子サッカー）
25日（日） 第33回全日本女子関西大会（一般女子サッカー）
29日（木 第15回みなくちかんぴょうの里杯ゲートボール大会（一般ゲートボール）
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お知らせ
「高齢者・障害者の人権
あんしん相談」強化週間
　高齢者や障害者をめぐる様々な人
権問題について、人権擁護委員およ
び法務局職員が相談に応じます。
●実施期間／9月5日（月）～11日（日）
●時間／8時30分～19時（土日は10
時～17時）
●電話番号／（ナビダイヤル）0570-
003-110
問／大津地方法務局人権擁護課

077-522-4673
Fax 077-522-5317

税理士による税務相談
●日時／９月１４日（水）13時30分から
16時30分（受付16時まで）
●場所／（社）水口納税協会3階会議室
●定員／予約制で先着6名（1人約30分）
※相談無料
問・申／水口納税協会

62-1151 ／Fax Fax 63-0173

2012年版県民手帳予約受付中
　県民手帳の2012年版の予約を受
け付けています。
　使いやすい日記欄、最新の滋賀県
の様子がわかる統計資料、暮らしに役
立つ便利な生活便覧、官公庁一覧な
ど盛りだくさんの内容が、ポケットに
入るコンパクトな一冊になっています。
（サイズ　139㎜×82㎜）
●価格／1冊500円
●予約／9月30日（金）
※お届けは11月下旬頃の予定です。
問・申／総務課

65-0663 ／Fax 63-4561

民間賃貸住宅への家賃補助
受付開始
●募集期間／9月1日（木）～9日（金）
　募集案内や申込書等については、住
宅建築課で配付します。また、甲賀市
ホームページでもご覧いただけます。
問／住宅建築課　公営住宅係

65-0609 ／Fax 63-4601

献血（全血）実施会場変更の
お知らせ
　平成23年度健診（検診）カレンダー
（P19）に記載させて頂きました9月
2 1日（水）実施予定の献血会場が�
「水口保健センター」から「甲賀市役所 
南別館」に変更になりましたので、献
血のご協力お願いします。
問／健康推進課　健康政策係

65-0703 ／Fax 63-4591

優良運転者表彰の申請受付
●対象／自動車、バイクなどを常時運
転し（ペーパードライバーは除く）、甲賀
湖南交通安全協会費を納入している人、
過去に同種の表彰を受けていない人。

【甲賀湖南交通安全協会長表彰】
　自動車、バイクなどの運転経験が
10年以上で、その間、無事故無違反
で優良な運転者

【甲賀警察署長・甲賀湖南交通安全協
会長表彰】
　自動車、バイクなどの運転経験が
15年以上で、その間、無事故無違反
で優良な運転者
●申請方法／土日祝日を除く10月
11日（火）までの8時30分～16時30

分に運転免許証、印鑑、「無事故、無違
反証明書」手数料630円を持参し甲
賀湖南交通安全協会事務局へ。
問・申／甲賀湖南交通安全協会

（甲賀警察署内） 63-5671

男の「うまみ」教室
　食は、健康の基本です。自分の健康
のために、ちょっと見直してみません
か。今まで台所に立ったことの無い方
も毎日自分の食事を作っている方も
参加をお待ちしています。
●開催日時／9月10日（土）9時30分
～12時
●場所／水口保健センター2階
●持ち物／筆記用具、エプロン、材料
費1人300円
●内容／1、栄養士によるお話（30分）
2、男性の健康づくり自主グループ
「華板さん」と一緒に調理実習
教室の定員は先着12名です。参加ご
希望の方は下記連絡先までお電話か
FAXにてお申し込みください。
問／健康推進課

65-0737 ／Fax 63-4591
＊「華板さん」は‘食を通して健康を考
える’をテーマに料理を作っている男
性のグループです。

■申し込みが始まるもの
検診内容 会場 申し込み期間 申し込み先

●�がんセット検診
（胃＋肺＋大腸）＊注1
●�女性のがん検診
（乳＋子宮がん）
●胃がん●肺がん�
●乳がん●子宮がん

水口 9月1日（木）2日（金）5日（月）
9：00～17：00
9月1日のみ18：00まで受付け

健康推進課（水口
保健センター内）
＊電話・来所にて
申し込みください

●胃がん●肺がん�
●乳がん●子宮がん

土山
甲賀
甲南
信楽

9月6日（火）～8日（木）
9：00～17：00
9月6日のみ18：00まで受付け

健康推進課（水口
保健センター内）
＊電話・来所にて
申し込みください

●大腸がん
（申し込み受付け時容
器を配布しますので
来所してください。）

水口 9月1日（木）、2日（金）5日（月）～8日（木） 健康推進課（水口
保健センター内）
と各保健センター
で来所申し込み
受付けます。大腸
がんは容器配布
を行います。

土山 9月14日（水）、15日（木）
甲南 9月9日（金）、12日（月）、13日（火）
信楽 10月6日（木）、13日（木）
甲賀 10月28日（金）、31日（月）

＊注1：がんセット検診を受診される方は、大腸がんのみの受付はできません。
詳しくは健診（検診）カレンダーを参照下さい。

問／健康推進課　電話 65-0703

集団がん検診の受付けが始まります

222011.9.1平成23年9月1日



編 集 後 記

このコーナーでは市内の保育園、幼稚園、小中学校の
児童・生徒が描いた絵を順次紹介していきます。

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山地域市民センター　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀大原地域市民センター　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南第一地域市民センター　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽地域市民センター　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

※上記４つの地域市民センターは、旧支所の地域
市民センターで、従来の支所機能を有します。

『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報誌をめざします。

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

甲賀市ホームページ　
http://www.city.koka.shiga.jp/
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雨ふり大すき
水口小学校３年

光
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カメ
鮎河保育園

あだち　みなみさん

風を切れ！
水口東中学校　2年

谷
たに
　杏
あん
奈
な
さん

　夏休み期間中に姉妹都市のアメリカミシガン州からデウィット中学校の
生徒の皆さんが甲賀市を訪問、市内観光や日本文化を満喫されました。そ
のうち、甲南中学校で行われた書道体験に同行しました。
　校長先生の指導のもと、書き順などをホストスチューデントの皆さんと
確認しながら、いざ挑戦。教室が静寂に包まれる中、筆先の動きを注目して
いると、皆さんが今日初めて筆を持ったとは思えないほどきれいな字を書
かれていました。
　書き終えたあと、生徒の皆さんは照れながらも満足した様子でホストス
チューデントに作品を見せ、和やかな雰囲気で書道体験は終わりました。
　取材を終え、私自身、筆を最後に持ったのがいつだったのかを思い出せ
ないくらい永く書道に触れていないことに気づきました。
　勉強や仕事に便利なパソコンに頼り、文字を書く代わりにキーボードを
打つ日々の暮らしを見つめなおし、意識して筆を持つ機会を作ろうと思
います。た

総数
男
女
世帯数

（－18）

46,758人
47,668人

32,684世帯

（－13）

（－5）

（＋21）

94,426人
※（　）内は前月比 Ｈ23．7．31現在

甲 賀 市 の 人 口 の 推 移
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